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コンピテンシー

高い業績

共通した行動特性

価値観、動機、性格 コンピテンシーの範囲図（Boyatzis,1982)
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コンピテンシーとは

ある職務または状況に対し，基準に照らして効果的，
あるいは卓越した業績を生む原因として関わっている
個人の根源的な特性（Spencer,1993) 



コンピテンシーの活用

人事評価項目としての活用
職種や役割、部門によって求められるコンピテンシーを設
定し、どれだけ近づくことができたか

採用、面接などに活用
成果を上げたエピソードは？どのような工夫をしたのか？
欲しい人材を採用する

能力開発、キャリア開発に活用
どのような思考を身に付けたいか、どういった行動ができるよう
になりたいか



コンピテンシー項目

 リーダーシップ

 指導力

 育成力

 チームワーク

 達成指向性

 イニシアティブ

 徹底性

 情報志向性

 対人影響力

 関係構築力

 組織感覚力

 分析的思考能力

 概念化

 専門性

マネジメント

 対人感受性

 顧客志向性

 自信

 セルフ・コントロール

 柔軟性

 自発的努力
達成と
アクション

インパクトと
影響力

認知コンピテ
ンシー

支援と人的
サービス

個人の効果性



優秀な業績を示す看護師のコンピテンシー
（松下,1991）

一般看護婦

1．専門的能力

2．イニシアティブ

3．達成志向性

婦長

1．グループマネジメント

2．専門的能力

3．対人関係における
繊細さ

総婦長

1．達成志向性

2．組織力学感知力

3．指揮監督

松下博宣，日経ヘルスケア（1991）．看護危機を乗り切るナーシングストラテジー．248，東京：日経BP．



本研究のリサーチ・クエスチョン

1．看護職が認識している「多職種連携を推進するために必要
なコンピテンシー」と「自分が強いと認識するコンピテンシー」の
間には，差異があるのではないか。

2．看護職が認識しているコンピテンシーは，クリニカルラダーの
レベルによって差異があるのではないか。

市川香織・藤谷克己・松下博宣（2020）．急性期病院の看護職が認識する多職種連携を推進するために必要なコ
ンピテンシーと自分が強いと認識するコンピテンシーのギャップ分析．東京情報大学研究論集, 24(1),11-22.



研究対象者

急性期A病院の看護部門に所属する職員843人を対
象とし、230人（回答率27.3％）より回答が得られた。

そのうち看護師190人，保健師3人を分析対象とした。

市川香織・藤谷克己・松下博宣（2020）．急性期病院の看護職が認識する多職種連携を推進するために必要なコ
ンピテンシーと自分が強いと認識するコンピテンシーのギャップ分析．東京情報大学研究論集, 24(1),11-22.



研究方法

 研究期間 2019年7月3日～8月19日

 オンラインフォームで回答

 「多職種連携をより一層進めるために必要と認識されるコンピテンシー」について，
1番目に必要なもの，2番目に必要なもの，3番目に必要なものを，20項目
の中からそれぞれ1つずつ選択し回答してもらった。

 「自分が強いと認識しているコンピテンシー」について，1番目に強いもの，2番
目に強いもの，3番目に強いものを，20項目の中からそれぞれ1つずつ選択し
回答してもらった。

 クリニカルラダーのレベル1～5に該当するレベルを対象者自身で選択して回答し
てもらった。

市川香織・藤谷克己・松下博宣（2020）．急性期病院の看護職が認識する多職種連携を推進するために必要なコ
ンピテンシーと自分が強いと認識するコンピテンシーのギャップ分析．東京情報大学研究論集, 24(1),11-22.



多職種連携をより一層進めるために必要と認識されるコンピテンシー
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多職種連携を推進するためには
「チームワーク」が最も必要。
次いで、「リーダーシップ」
「育成力」「指導力」が必要。



看護職が，自分が強いと認識しているコンピテンシー
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自分が強いと認識しているコン
ピテンシーは「チームワーク」。
次いで、「対人感受性」「柔軟
力」「セルフ・コントロール」
が強み。
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「多職種連携に必要なコンピテンシー」と「自分が強いと思うコンピテンシー」の比較
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 「チームワーク」は看護職の特徴的なコンピテンシーとして確立
している。

多職種連携をより一層進めるためには「リーダーシップ」や「育
成力」，「指導力」といったコンピテンシーも必要であるという
認識も高く，それらは看護職自身の強みとして認識されるコ
ンピテンシーとしては低い結果であったことから，看護職には
不足しているコンピテンシーであるといえる。

市川香織・藤谷克己・松下博宣（2020）．急性期病院の看護職が認識する多職種連携を推進するために必要なコ
ンピテンシーと自分が強いと認識するコンピテンシーのギャップ分析．東京情報大学研究論集, 24(1),11-22.



クリニカルラダーのレベル別に見た
多職種連携を推進するために必要と認識するコンピテンシーの出現比率
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「チームワーク」は，レベルが
上がるにつれて選択する割合が
減り、「リーダーシップ」はレ
ベルが上がるにつれて選択する
割合が増えた。
レベル3では「育成力」が高い。
レベル5では「専門性」が高い。



クリニカルラダーのレベル別に見た
自分が強いと認識しているコンピテンシーの出現比率
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「チームワーク」「対人感受
性」は，レベル1で高い。レベ
ル3で「チームワーク」が最も
高まる。
「関係構築力」は，レベルが上
がるにつれて割合が増える。



 レベルが上がるにつれ，経験年数を積み，専門性を高め広
い視野で現場を捉えられるようになると，「チームワーク」だけ
が多職種連携強化の切り札にはなりえず，「リーダーシップ」
や「専門性」といったコンピテンシーの必要性を実感しているの
ではないか。

 「関係構築力」は，看護職の職務適応として発展していると
考えられる。

市川香織・藤谷克己・松下博宣（2020）．急性期病院の看護職が認識する多職種連携を推進するために必要なコ
ンピテンシーと自分が強いと認識するコンピテンシーのギャップ分析．東京情報大学研究論集, 24(1),11-22.



結論

多職種連携を推進するにあたって，看護職に期待さ
れるリーダーとしての役割を遂行していくために，看護師
養成課程や継続教育として「リーダーシップ」の開発を
明確に位置づけ，「リーダーシップ」の強化，涵養を
図っていく必要がある。

市川香織・藤谷克己・松下博宣（2020）．急性期病院の看護職が認識する多職種連携を推進するために必要なコ
ンピテンシーと自分が強いと認識するコンピテンシーのギャップ分析．東京情報大学研究論集, 24(1),11-22.



ご清聴ありがとうございました


